
悪天候でも楽しみながらオールを漕ぐクルー（米子市民レガッタ）

２００５年８月１日　Ｎｏ.５
平成１７年

8広報よなご

人口と世帯数
人　口　１５０,４１０人(＋３８)
男　性　　７１,７７９人(＋８)
女　性　　７８,６３１人(＋３０)
世帯数　　５９,９２１世帯(＋５３)
平成17年７月１日現在の住民基本台帳登録者数
(　)内は前月比

平成17年度予算と重要政策課題の事業内容
国民健康保険料の賦課誤りについてのお詫び
情報クローズアップ
幸せな社会づくりをめざして
くらしの情報
みんなの健康
施設の催し物15
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予
算
編
成
方
針

　

本
市
に
お
け
る
歳
入
面
は
長
引
く
景

気
低
迷
の
影
響
の
た
め
市
税
収
入
が
激

減
し
て
い
ま
す
。
歳
出
面
で
は
児
童
手

当
、
支
援
費
等
、
扶
助
費
の
増
加
に
加

え
、
公
債
費
が
毎
年
度
伸
び
て
く
る
な

ど
、
義
務
的
経
費
の
増
大
に
伴
い
、
構

造
的
な
収
支
不
足
が
こ
こ
数
年
続
い
て

い
ま
す
。
ま
た
、国
が
進
め
て
い
る「
三

位
一
体
の
改
革
」
に
よ
る
国
や
県
か
ら

の
交
付
税
・
補
助
金
と
い
っ
た
依
存
財

源
の
縮
減
も
加
わ
り
、
平
成
17
年
度
予

算
編
成
は
、
大
幅
な
財
源
不
足
の
中
で

取
り
組
ま
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
で
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
危
機
的
な
状
況
の
も

と
、
平
成
17
年
度
を
財
政
健
全
化
プ
ラ

ン
の
集
中
取
組
み
期
間
の
初
年
度
と
位

置
付
け
、
行
財
政
全
般
に
つ
い
て
徹
底

し
た
費
用
対
効
果
の
検
証
を
加
え
ま
し

た
。

　

予
算
編
成
に
あ
た
っ
て
は
、
最
近
の

社
会
経
済
情
勢
、
市
民
ニ
ー
ズ
等
を
十

分
に
踏
ま
え
な
が
ら
、
あ
ら
ゆ
る
施
策

に
創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
た
メ
リ
ハ
リ

の
あ
る
予
算
と
し
て
い
く
こ
と
と
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
財
政
の
健
全
性
を
基

本
に
置
き
、「
新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
」

に
示
さ
れ
た
都
市
像
を
踏
ま
え
つ
つ
、

「
生
活
充
実
都
市
・
新
米
子
市
」
の
実

現
に
向
け
て
、「
４
つ
の
重
点
政
策
課

題
」
を
設
定
し
、新
市
一
体
化
の
推
進
、

子
育
て
、
福
祉
、
教
育
、
環
境
、
人
権
、

観
光
振
興
、
経
済
活
性
化
対
策
の
各
分

野
な
ど
、
今
日
的
な
課
題
に
即
応
し
た

施
策
・
事
業
を
中
心
に
、
財
源
を
重
点

的
に
配
分
し
ま
し
た
。

４
つ
の
重
点
政
策
課
題

①
新
市
の
一
体
化
の
推
進

②
経
済
活
性
化
対
策

③
少
子
高
齢
化
対
策

④
ゆ
と
り
あ
る
心
豊
か
さ
（「
教
育
・

文
化
・
人
権
」「
環
境
対
策
」
な
ど
）

※
４
ペ
ー
ジ
か
ら
５
ペ
ー
ジ
に
重
点
政

策
課
題
ご
と
の
事
業
内
容
を
掲
載
し
て

い
ま
す
。

一
般
会
計

　

新
市
の
一
般
会
計
の
予
算
総
額

は
、
４
８
８
億
１
８
０
０
万
円
で
、
旧

市
・
旧
町
の
前
年
度
当
初
予
算
の
合
計

額
と
比
較
し
て
２
・
３
％
減
（
金
額
に

し
て
11
億
６
９
０
０
万
円
の
減
）
の
緊

縮
型
予
算
と
な
っ
て
い
ま
す
。

平成１７年度
予算と
重点政策課題の
事業内容

注：本文中および表中の前年度（平成16年度）は、旧米子市・

旧淀江町の当初予算合計額です

お問い合わせは財政課（(２３－５３２２）まで

区　　分 予　算　額
市 　 税 17,413,257
諸 収 入 4,849,684
使用料及び手数料 965,410
分担金及び負担金 919,673
繰 入 金 907,986
財 産 収 入 ほ か 352,889
地 方 交 付 税 8,498,501
国 庫 支 出 金 4,984,805
市 　 債 3,615,000
譲 与 税 ･ 交 付 金 3,845,496 
県 支 出 金 2,465,299
合　　計 48,818,000

自
主
財
源

依
存
財
源

一般会計予算額　４８８億１８００万円
（対前年度予算比　２．３パーセント減）

合併元年
「生活充実都市・新米子市」の実現に向け、「４つの重点政策課題」
を設定
新市一体化の推進、子育て、福祉、教育、環境、人権、観光振興、
経済活性化対策の施策・事業を中心に、財源を重点的に配分

市税
（35.7%）

諸収入
（9.9%）

使用料及び手数料
（2.0%）分担金及び負担金

（1.9%）繰入金
（1.9%）

財産収入ほか
（0.7%）

自主財源

地方交付税
（17.4%）

国庫支出金
（10.2%）

譲与税･交付金
（7.8%）

市債
（7.4%）

県支出金
（5.1%）

依存財源

（単位：千円）



　

歳
入
面
で
は
、市
税
収
入
に
つ
い
て
、

個
人
市
民
税
が
、
依
然
と
し
て
厳
し

い
雇
用
情
勢
を
反
映
し
て
、
前
年
度
比

で
２
・
１
％
減
と
見
込
ん
で
い
る
ほ
か
、

法
人
市
民
税
に
つ
い
て
は
、
厳
し
い
状

況
に
あ
る
も
の
の
、
企
業
収
益
が
や
や

回
復
基
調
に
あ
る
こ
と
か
ら
２
・
６
％

増
と
見
込
ん
で
い
ま
す
。

　

一
方
、
固
定
資
産
税
に
つ
い
て

は
、
１
・
６
％
減
と
な
る
見
込
み
で
、

市
税
全
体
で
は
、
１
・
２
％
減
で
予
算

計
上
し
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
地
方
債
に
つ
い
て
は
、
臨
時

財
政
対
策
債
、
減
税
補
て
ん
債
を
加
え

た
市
債
の
総
発
行
額
を
約
36
億
円
と

し
て
お
り
、
地
方
債
借
入
残
高
は
、
約

26
億
円
の
縮
減
が
図
ら
れ
る
見
込
み
で

す
。

　

一
方
、
歳
出
面
で
は
、
市
町
村
合
併

会計別でみた予算
（単位：千円、パーセント）　

区　　分
平成17年度
予算額（A）

平成16年度
予算額（B）

比較
（A）－（B）

増減率

一般会計 48,818,000 49,987,000 △ 1,169,000 △2.3
市 営 葬 儀 事 業 36,046 38,033 △1,987 △5.2
国民健康保険事業 12,229,343 11,809,772 419,571 3.6
南 公 園 事 業 16,826 16,841 △15 △0.1
住宅資金貸付事業 62,164 73,324 △11,160 △15.2
土 地 取 得 事 業 339,839 6,272 333,567 5318.4
下 水 道 事 業 7,015,118 7,073,692 △58,574 △0.8
高齢者住宅整備資金貸付事業 9,650 9,166 484 5.3
老 人 保 健 事 業 12,777,189 13,856,383 △1,079,194 △7.8
駐 車 場 事 業 269,869 238,473 31,396 13.2
農業集落排水事業 1,241,139 2,079,290 △838,151 △40.3
流通業務団地整備事業 867,213 877,403 △10,190 △1.2
崎津団地開発促進事業 3,429,718 3,386,118 43,600 1.3
市営墓地整備事業 50,520 52,031 △1,511 △2.9
介 護 保 険 事 業 8,993,039 8,885,056 107,983 1.2
市 営 墓 苑 事 業 1,250 1,373 △123 △9.0

小　計 47,338,923 48,403,227 △1,064,304 △2.2
合　　計 96,156,923 98,390,227 △2,233,304 △2.3

特　
　
　

別　
　
　

会　
　
　

計

区　　分 予算額
民 生 費 14,305,958
公 債 費 7,729,025
総 務 費 7,342,565
土 木 費 5,308,496
商 工 費 4,872,580
教 育 費 3,990,887
衛 生 費 3,048,066
農 林 水 産 業 費 1,455,857 
議 会 費 457,338
そ の 他 307,228

合　　計 48,818,000

に
と
も
な
う
電
算
シ
ス
テ
ム
改
修
、
戸

籍
事
務
の
電
算
化
事
業
費
の
減
お
よ
び

継
続
実
施
し
て
き
た
市
営
西
福
原
住
宅

建
替
事
業
、
準
用
河
川
水
貫
川
改
修
事

業
が
終
了
し
た
こ
と
な
ど
が
主
な
要
因

で
、
予
算
規
模
、
対
前
年
度
伸
び
率
を

抑
制
し
た
結
果
と
な
っ
て
い
ま
す
。

特
別
会
計

　

特
別
会
計
で
は
、
医
療
費
お
よ
び
介

護
サ
ー
ビ
ス
給
付
費
等
の
増
加
に
と
も

な
い
、
国
民
健
康
保
険
事
業
お
よ
び
介

護
保
険
事
業
の
各
特
別
会
計
が
増
額
と

な
っ
た
も
の
の
、
農
業
集
落
排
水
事
業

特
別
会
計
が
前
年
度
比
40
・
３
％
の
減

と
な
っ
た
こ
と
等
に
よ
り
、
特
別
会
計

全
体
の
予
算
の
伸
び
は
、
対
前
年
度
比

２
・
２
％
減
と
な
っ
て
い
ま
す
。

用語解説
地方交付税：地方自治体ごとの財源
の均衡化を図り、かつ必要な財源を
保障するために、地方自治体に国か
ら交付されるお金
国庫支出金：資金の使い道を指定し
て地方自治体に国から交付されるお
金
譲与税・交付金：国が徴収した一部
の税を、一定の基準で地方自治体に
配分するお金
民生費：子どもやお年寄り、障害を
持っている方への福祉のためのお金
公債費：借入金返済のためのお金
総務費：戸籍や選挙、税金、市役所
全体の仕事のためのお金
土木費：道路や公園の整備など、ま
ちづくりをするためのお金
商工費：商工業・観光の振興のため
のお金
教育費：小中学校の施設の整備や文
化の振興などのためのお金
衛生費：健康診断や予防接種、ごみ
の回収処理などをするためのお金

（単位：千円）

教育費
　　　(8.2％)

総務費
　(15.0％)

公債費
　　(15.8％)

民生費
　　(29.3％)

土木費
　(10.9％)

商工費
　　(10.0％)

農林水産業費
　　　　（3.0％）

衛生費
　（6.3％）

議会費
（0.9％） その他

　　（0.6％）



１　

新
市
の
一
体
化
の
推
進

伯
耆
の
国
よ
な
ご
文
化
創
造
計
画
策
定

新
市
ま
ち
づ
く
り
計
画
の
重
点
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
と
し
て
、
図
書
館
や
美
術

館
、
遺
跡
な
ど
の
整
備
と
文
化
歴
史
施

設
の
電
子
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化
に
取
り
組

む「
伯
耆
の
国
よ
な
ご
文
化
創
造
計
画
」

を
策
定
し
、
文
化
施
設
整
備
と
施
設
間

の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
シ
ス
テ
ム
を
構
築
し

ま
す
。

▼
予
算 　

８
６
８
万
７
千
円

米
子
駅
南
北
一
体
化
構
想
計
画
策
定

市
中
心
部
の
均
衡
あ
る
発
展
を
図
る
た

め
、
米
子
駅
南
北
地
域
の
一
体
的
土
地

利
用
の
促
進
に
向
け
て
、
米
子
駅
南
北

自
由
通
路
、
お
よ
び
南
口
駅
前
広
場
等

の
基
本
計
画
を
策
定
し
ま
す
。

▼
予
算 　

４
０
０
万
円

地
域
文
化
継
承
事
業

・
文
化
財
冊
子
製
作
事
業

　
「
新
米
子
市
の
文
化
財
」、「
新
米
子

市
の
歴
史
」
を
作
成
し
ま
す
。

・
文
化
財
看
板
等
整
備
事
業

　

上
淀
廃
寺
跡
、
福
市
遺
跡
等
に
７
基

を
設
置
し
ま
す
。

▼
予
算　

５
９
８
万
８
千
円

市
章
等
選
定
事
業
（
ロ
ゴ
・
キ
ャ
ラ
ク

タ
ー
選
定
）

新
「
米
子
市
」
が
誕
生
し
た
こ
と
に
と

も
な
い
、
市
章
、
市
の
花
、
鳥
、
木
お

よ
び
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー
な
ど
の

選
定
を
行
い
ま
す
。

▼
予
算 　

４
０
０
万
６
千
円

淀
江
地
区
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ
施
設
整
備
事
業

旧
米
子
市
域
を
カ
バ
ー
す
る
Ｃ
Ａ
Ｔ
Ｖ

（
ケ
ー
ブ
ル
テ
レ
ビ
）
を
旧
淀
江
町
地

域
に
拡
大
し
、
デ
ジ
タ
ル
放
送
や
イ
ン

タ
ー
ネ
ッ
ト
の
高
速
化
に
対
応
す
る
情

報
通
信
シ
ス
テ
ム
の
構
築
を
図
る
た
め

の
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

▼
予
算　

 

２
３
１
８
万
２
千
円

２　

経
済
活
性
化
対
策

中
心
市
街
地
活
性
化
基
本
計
画
改
定
事
業

中
心
市
街
地
の
活
性
化
に
関
す
る
事
業

を
有
機
的
、効
果
的
に
推
進
す
る
た
め
、

平
成
10
年
度
に
策
定
し
た
基
本
計
画
を

社
会
・
経
済
環
境
の
変
化
や
事
業
の
進

捗
状
況
を
反
映
さ
せ
た
基
本
計
画
に
見

直
し
ま
す
。

▼
予
算　

３
２
４
万
６
千
円

産
業
技
術
展
Ｉ
Ｎ
中
海
開
催
事
業

中
海
周
辺
の
企
業
が
連
携
・
協
力
し
て

地
場
産
業
の
振
興
を
図
る
環
境
を
整
備

す
る
た
め
、
自
治
体
が
県
境
を
超
え
て

連
携
し
、
産
業
に
関
す
る
情
報
を
内
外

に
発
信
し
ま
す
。

▼
予
算 　

１
０
０
万
円

ま
ち
づ
く
り
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
開
催
事
業

ま
ち
づ
く
り
の
先
進
事
例
と
し
て
「
田

園
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
を
全
国
発
信
す

る
た
め
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
を
開
催
し
ま

す
。

▼
予
算　

 

１
２
０
万
円

情
報
通
信
関
連
企
業
立
地
促
進
補
助
事
業

情
報
通
信
関
連
企
業
の
立
地
の
促
進

と
雇
用
機
会
の
拡
大
を
図
る
こ
と
に
よ

り
、
本
市
経
済
の
活
性
化
に
資
す
る
た

め
、
助
成
し
ま
す
。

・
企
業
立
地
補
助
金　

５
０
０
０
万
円

・
情
報
通
信
関
連
雇
用
事
業
補
助
金

　
　
　
　
　
　
　
　
　

３
２
０
０
万
円

▼
予
算 　

８
２
０
０
万
円

　
商
店
街
に
ぎ
わ
い
復
活
「
市
」
開
催
支

援
事
業

商
店
街
に
集
客
と
に
ぎ
わ
い
を
復
活
さ

せ
る
「
市
」
の
開
催
を
支
援
し
ま
す
。

▼
予
算　

 

１
４
０
万
円

Ｊ
Ｒ
境
線
観
光
路
線
化
事
業

Ｊ
Ｒ
境
線
に
妖
怪
の
ブ
ロ
ン
ズ
像
等
を

設
置
し
、
観
光
路
線
化
す
る
こ
と
に
よ

り
、
観
光
客
の
誘
致
を
図
り
ま
す
。

▼
予
算 　

９
０
０
万
円

３　

少
子
高
齢
化
対
策

新
予
防
給
付
等
モ
デ
ル
事
業

平
成
18
年
度
の
介
護
保
険
の
制
度
改

正
に
対
応
す
る
た
め
、
新
予
防
給
付
の

サ
ー
ビ
ス
提
供
を
モ
デ
ル
事
業
と
し
て

実
施
し
ま
す
。

（
介
護
予
防
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
、
筋
力
向

上
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
等
）

▼
予
算　

 

９
５
４
万
７
千
円

「
４
つ
の
重
点
政
策
課
題
」

そ
の
主
な
事
業
内
容



放
課
後
児
童
対
策
事
業
（
な
か
よ
し
学
級
）

市
内
23
小
学
校
の
う
ち
、
18
校
で
開
設

し
て
い
る
「
な
か
よ
し
学
級
」
を
新
た

に
成
実
小
学
校
に
開
設
し
た
ほ
か
、
平

成
18
年
４
月
の
開
設
に
向
け
、
彦
名
小

学
校
に
専
用
施
設
を
整
備
し
ま
す
。

▼
予
算 　

運
営
分　

５
９
２
２
万
円

　
　
　
　

 

整
備
分　

８
０
０
万
円

育
児
支
援
家
庭
訪
問
事
業

児
童
の
養
育
に
支
援
が
必
要
で
あ
り
な

が
ら
、
積
極
的
に
自
ら
支
援
を
求
め
て

い
く
こ
と
が
困
難
な
家
庭
に
、
過
重
な

負
担
が
か
か
る
前
の
段
階
で
訪
問
等
に

よ
る
支
援
を
実
施
す
る
こ
と
に
よ
り
、

当
該
家
庭
で
安
定
し
た
児
童
の
養
育

が
可
能
と
な
る
こ
と
等
を
目
的
と
し
ま

す
。

▼
予
算 　

３
１
１
万
４
千
円

医
療
助
成
（
小
児
入
院
・
通
院
対
象
１

歳
拡
大
）

特
定
疾
病
、
ひ
と
り
親
家
庭
、
小

児
（
５
歳
未
満
児
〈
入
院
・
通
院
〉、

就
学
前
〈
入
院
〉）
の
方
に
医
療
費

を
助
成
し
、
対
象
者
の
健
康
の
保
持

及
び
生
活
の
安
定
を
図
り
、
福
祉
を

増
進
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
ま
す
。

▼
予
算　

 

３
億
７
６
１
９
万
４
千
円

４　

ゆ
と
り
あ
る
心
豊
か
さ

　
　
（「
教
育
・
文
化
・
人
権
」「
環
境

　
　

対
策
」
な
ど
）

車
尾
小
学
校
整
備
事
業

既
存
の
屋
内
運
動
場
を
解
体
撤
去
し
、

校
舎
を
増
築
す
る
と
と
も
に
、
屋
内
運

動
場
を
改
築
し
ま
す
。

▼
予
算　

３
億
７
６
６
１
万
６
千
円

淀
江
小
学
校
屋
内
運
動
場
改
築
事
業

老
朽
化
し
た
屋
内
運
動
場
改
築
の
地
質

調
査
お
よ
び
実
施
設
計
を
行
い
ま
す
。

▼
予
算　

１
１
０
０
万
円

淀
江
小
・
中
学
校
図
書
館
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
事
業

淀
江
小
・
中
学
校
と
市
立
図
書
館
、
児

童
文
化
セ
ン
タ
ー
お
よ
び
各
学
校
間
の

図
書
デ
ー
タ
管
理
を
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
化

し
図
書
の
共
有
化
を
図
り
ま
す
。

▼
予
算　

 

４
８
９
万
２
千
円

学
校
運
営
標
準
経
費
の
充
実

学
校
に
配
分
す
る
教
材
費
な
ど
、
学
校

管
理
運
営
経
費
を
増
額
し
、
保
護
者
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

▼
予
算　

 

２
億
１
４
万
５
千
円

図
書
購
入
費
の
充
実

市
立
図
書
館
の
図
書
、
記
録
、
視
聴
覚

資
料
の
充
実
を
図
り
、
市
民
の
文
化
的

教
養
を
高
め
る
た
め
の
環
境
を
整
備
し

ま
す
。

▼
予
算　

 

２
０
０
０
万
円

小
学
校
30
人
・
中
学
校
33
人
学
級
実
施

●
小
学
校
１
・
２
年
生
30
人
学
級

　

１
年
生
13
学
級
、
２
年
生
16
学
級

●
中
学
校
１
年
生
33
人
学
級

　

１
年
生　

５
校
５
学
級

▼
予
算　

 

７
０
０
０
万
円

史
跡
上
淀
廃
寺
跡
保
存
整
備
事
業

淀
江
町
福
岡
地
区
の
史
跡
上
淀
廃
寺

跡
、
向
山
古
墳
群
等
を
中
心
と
し
た
伯

耆
古
代
の
丘
整
備
事
業
に
係
る
歴
史
環

境
整
備
を
実
施
し
ま
す
。

▼
予
算 　

５
９
５
２
万
３
千
円

人
権
施
策
基
本
方
針
策
定

人
権
侵
害
は
様
々
な
生
活
レ
ベ
ル
で
依

然
と
し
て
存
在
し
て
お
り
、
そ
の
解
決

を
図
る
た
め
、
米
子
市
人
権
施
策
推
進

指
針
を
発
展
的
に
再
構
築
し
、「
米
子

市
人
権
施
策
基
本
方
針
及
び
推
進
プ
ラ

ン
」
を
策
定
し
ま
す
。

▼
予
算　

 

４
０
万
９
千
円

教
育
基
本
方
針
策
定

学
校
教
育
及
び
社
会
教
育
に
お
い
て
、

あ
ら
ゆ
る
人
権
問
題
の
解
決
に
向
け
て

積
極
的
に
取
り
組
み
、
米
子
市
に
豊
か

な
人
権
文
化
を
築
き
上
げ
る
た
め
、「
人

権
教
育
基
本
方
針
及
び
推
進
プ
ラ
ン
」

を
策
定
し
ま
す
。

▼
予
算　

 

４
９
万
２
千
円

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
推
進
事
業

国
際
的
に
重
要
な
湿
地
と
し
て
中
海
の

ラ
ム
サ
ー
ル
条
約
登
録
要
件
が
整
っ
た

機
会
に
、
条
約
の
趣
旨
で
あ
る
「
中
海

の
自
然
環
境
保
全
」
と
「
中
海
の
賢
明

な
利
用
（
ワ
イ
ズ
ユ
ー
ス
）」
を
考
え

る
機
運
を
醸
成
し
、
市
民
の
主
導
に
よ

る
広
が
り
と
継
続
性
の
あ
る
取
り
組
み

を
支
援
し
ま
す
。

▼
予
算　

 

６
４
万
円

生
活
環
境
整
備
費
の
充
実

市
内
一
円
の
市
道
及
び
排
水
路
を
維

持
補
修
、
改
良
整
備
す
る
こ
と
に
よ

り
、
生
活
環
境
整
備
を
図
り
ま
す
。

▼
予
算　

 

８
億
１
５
１
０
万
７
千
円



平成１７年度国民健康保険料の賦課誤りについてのお詫び

米子市長　野坂康夫　　

　本市におきまして、平成１７年７月１１日、旧淀江町の住民から国民健康保険料の資産割額の問い合わせがあり、調査の
結果、主に旧淀江町の被保険者に対する不均一賦課の資産割額算定誤りがありました。
　ここに、関係する被保険者の皆さんに深くお詫び申し上げる次第です。
　平成１７年度国民健康保険料につきましては、合併協議により、合併以前から旧淀江町区域内に住所を有している被保険
者を対象に不均一賦課をすることとなっております。 そのうち、資産割額の算定に当たっては、本来、旧淀江町の固定資産
課税標準額に１００分の１．４を乗じて得た額に基づき資産割額を算出しますが、今回、固定資産課税標準額に旧米子市の
１００分の１．５を乗じて得た額に基づき資産割額を算出していたため、過大な賦課をしていたものです。
　このような事態は、国民健康保険事業を運営する保険者である本市として、決してあってはならないことであり、保険者
の代表である市長といたしまして、今回誤って賦課をした被保険者の方をはじめ、すべての被保険者の皆さんに対し、重ね
て心よりお詫び申し上げます。
　今後は、被保険者の皆さんの本市の国民健康保険事業に対する信頼を回復すべく、職員一同努力をしていく所存でありま
すので、ご理解並びにご協力をいただきますよう、よろしくお願い申し上げます。

■問い合わせ　保険課（(２３－５１２１）

国民健康保険運営協議会の委員を募集します

　米子市の国民健康保健事業の運営に関する重要事項（具
体的には、保険料の率や給付内容など）を審議していただ
くため、委員を募集します。
会　　議　２時間程度の会議を年２回程度開催します。
任　　期　２年
公募人数・応募資格　２人（平成17年８月１日現在、満
２０歳以上の米子市の国民健康保険の被保険者で、市内に
在住の方）
応募期限　８月３１日（水）必着
応募方法　「国民健康保険制度について」の考えを800字
程度にまとめ、所定の応募用紙を同封のうえ、保険課まで
お送りください。
■応募・問い合わせ　保険課
(２３－５１２２　FAX２３－５３９７
Ｅメール hoken@yonago-city.jp

米子市文化ホール運営委員会の委員を募集します

　市では、文化ホールで実施する事業について市民の皆さ
んのご意見をいただくため、委員を募集します。
公募人数・応募資格　２人以内（平成17年８月１日現在、
満20歳以上で、市内に在住または通勤・通学している人）
応募方法　応募の動機、文化ホールの事業について思うこ
とを８００字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号
を明記のうえ、文化課まで応募してください。
なお、応募書類の余白に「米子市文化ホール運営委員会委
員応募」と朱書してください。
応募期限　８月３１日（水）必着
■応募・問い合わせ　教育委員会文化課
(２３―５４３６　Fax ２３―５４１４
Ｅメール bunka@yonago-city.jp

市章等選考会の委員を募集します

　米子市の市章、木 ､花、鳥その他の制定について、審議
していただくため、委員を募集します。
公募人数・応募資格　２人（平成17年８月１日現在、満
20歳以上で、市内に在住または通勤・通学している人）
応募方法　｢新米子市のイメージ ｣について８００字程度
にまとめ、所定の応募用紙を同封のうえ、総務課までお送
りください。
応募期限　８月２４日（水）必着
■応募・問い合わせ　総務課　
(２３－５３３１　Fax ２３－５３９０
Ｅメール somu@yonago-city.jp

行政改革推進委員会の委員を募集します

　米子市の新たな行政改革の方針の策定・推進にあたり、
市民の皆さんのご意見をいただくため、委員を募集します。
公募人数・応募資格　５人以内（平成17年８月１日現在、
満20歳以上で、市内に在住または通勤・通学している人）
応募方法　委員に応募する理由・動機について400字から
800字程度にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を明記
のうえ、行政改革推進室まで応募してください。
応募期限　８月２６日（金）必着
■応募・問い合わせ　行政改革推進室
(２３－５３０７　Fax ２３－５３９０
Ｅメール gyoukaku@yonago-city.jp

※６ページ、７ページに掲載の委員募集で、応募先住所
は〒683-8686 米子市加茂町１丁目１番地です。また、
所定の応募用紙は担当課で配布しています。



情報クローズアップ

８月１日に行政機構改正

　これまで、男女共同参画社会の形成について企画部市民
参画課を所管課として取り組んできましたが、よりいっそ
う推進するための体制整備として、８月１日付けで人権政
策部に新たに課相当の「男女共同参画推進室」を置きます。
　また、下水道部の事務の見直しに伴い、業務課の普及係
を「料金係」に、計画課の指導係を「指導普及係」に変更
します。
人権政策部　男女共同参画推進室
　担当する仕事
　　男女共同参画社会形成の促進
　　・男女共同参画推進計画の進行管理
　　・意識啓発事業の実施
　　・男女共同参画センターの運営
　　・男女共同参画推進審議会の運営　　など　
　場所：総合研修センター１階
　 ( ：２３－５４１８、２３－５４１９
　Ｅメール：danjyo@yonago-city.jp
下水道部業務課　「普及係」→「料金係」
　　担当する仕事
　　　下水道使用料などの賦課と徴収
　　(：３４－１３７１
　　Ｅメール：gyoumu@yonago-city.jp
下水道部計画課　「指導係」→「指導普及係」
　　担当する仕事
　　　下水道の普及促進
　　　合併処理浄化槽補助金のこと
　　　排水設備工事指定店のこと
　　　水洗便所改造資金の融資　　など
　　(：３４－１３８７
　　Ｅメール：keikaku@yonago-city.jp
■問い合わせ　職員課（(２３－５３４１）

公の施設の指定管理者を募集します

　市は、平成18年４月から、公の施設の管理について指
定管理者制度を導入します。これまで公の施設（スポーツ
施設、文化施設など）の管理は、市の出資団体や公共的団
体などにしか委託することができませんでしたが、民間の
効果的・効率的な手法を活用するため、法律が改正され、
今後は、民間事業者、ＮＰＯ法人、ボランティア団体など
にも公の施設の管理を委託することが可能になりました。
この制度により市が公の施設の管理を行わせる法人等を指
定管理者といいます。
　この度、次の公の施設の指定管理者を募集します。
　募集の詳細、応募の手続につきましては、市のホームペー
ジをご覧いただくか、各施設の所管課にお問い合わせくだ
さい。

施設の名称 所管課
米子サン・アビリティーズ、
心身障害者福祉センター、
老人憩の家

福祉課（(23-5150）
長寿社会課（(23-5130）

福祉保健総合センター（ふれ
あいの里。老人福祉センター
および保健センターを含む）、
淀江老人福祉センター

児童家庭課（(23-5175）
長寿社会課（(23-5130）
健康対策課（(23-5450）

観光センター

観光課（(23-5210）
伯耆古代の丘公園

米子水鳥公園、米子水鳥公園
ネイチャーセンター

米子駅前地下駐車場、米子駅
前地下駐輪場、万能町駐車場

管理課（(23-5240）

都市公園、市民球場、東山ス
ポーツ広場、西福原庭球場、
東山球技場、東山庭球場、東
山補助グラウンド、東山陸上
競技場、日野川運動公園、日
野川堰運動広場、湊山球場、
湊山庭球場

都市整備課（(23-5295）

児童文化センター 生涯学習課（(23-5440）
美術館

文化課（(23-5435）
文化ホール、公会堂、淀江文
化センター

山陰歴史館、福市考古資料館、
淀江歴史民俗資料館

東山水泳場

体育課（(23-5425）大和公園運動広場、淀江球場、
淀江スポーツ広場、淀江体育
館、淀江庭球場

※複数の施設に一体的に指定管理者制度を適用する場合
は、施設の名称を列記しています。
■問い合わせ　行政改革推進室（(２３－５３０７）

指定管理者候補者選定委員会の委員を募集します

　市が設置する公の施設の管理を行わせる指定管理者の選
定に当たり、市民の皆さんのご意見を聴かせていただくた
め、米子市指定管理者候補者選定委員会委員を募集します。
公募人数・応募資格　２人（平成17年８月１日現在、満
20歳以上で、市内に在住または通勤・通学している人）
応募方法　
委員に応募する理由・動機について400字から800字程度
にまとめ、住所、氏名、年齢、電話番号を明記のうえ、行
政改革推進室まで応募してください。
応募期限　８月２６日（金）必着
■応募・問い合わせ　行政改革推進室
(２３－５３０７　Fax ２３－５３９０  
Ｅメール gyoukaku@yonago-city.jp



な
ど
が
明
記
さ
れ
ま
し
た
。

【
児
童
の
最
善
の
利
益
】

　

児
童
虐
待
は
児
童
の
人
権
を
著
し

く
侵
害
す
る
も
の
で
す
。

　

親
が
し
つ
け
と
思
っ
て
い
て
も
、

「
児
童
の
視
点
」
に
立
っ
て
、
児
童

の
心
身
に
悪
影
響
を
及
ぼ
す
可
能
性

が
あ
れ
ば
、
そ
れ
は
虐
待
で
す
。

　

児
童
の
健
全
な
育
成
に
は
、
児

童
を
保
護
の
対
象
と
し
て
だ
け
で
な

く
、
一
人
の
人
間
と
し
て
尊
重
し
、

児
童
に
と
っ
て
の
最
善
の
利
益
を
考

え
て
い
く
こ
と
が
大
切
で
す
。

【
家
庭
児
童
相
談
室
】

　

子
育
て
も
、
家
庭
の
こ
と
も
決
し

て
思
い
ど
お
り
に
は
い
き
ま
せ
ん
。

悩
み
を
一
人
で
抱
え
な
い
で
く
だ
さ

い
。
一
緒
に
考
え
て
く
れ
る
人
が
い

る
と
随
分
楽
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
身
の
回
り
で
児
童
虐
待

と
疑
う
状
況
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
迷

わ
な
い
で
す
ぐ
に
連
絡
し
て
く
だ
さ

い
。
秘
密
は
厳
守
し
ま
す
の
で
、
気

軽
に
米
子
市
児
童
家
庭
課
家
庭
児
童

相
談
室
に
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

(
23
―
５
１
７
６

(
23
―
５
１
３
８

家
庭
児
童
相
談
に
つ
い
て

　

近
年
、
わ
が
国
で
は
核
家
族
化
、
少

子
化
、
離
婚
率
の
上
昇
な
ど
に
よ
り
児

童
を
取
り
巻
く
環
境
が
著
し
く
変
化
し

て
い
ま
す
。
地
域
社
会
と
か
か
わ
り
を

持
た
な
い
子
育
て
家
庭
の
孤
立
化
な
ど

で
、
育
児
や
家
事
に
悩
み
、
子
ど
も
に

関
す
る
相
談
件
数
が
増
加
の
一
途
を
た

ど
っ
て
お
り
、
米
子
市
に
お
い
て
も
例

外
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

こ
の
よ
う
な
状
況
の
中
、
児
童
福
祉

法
が
改
正
さ
れ
、
18
歳
ま
で
の
児
童
に

関
す
る
あ
ら
ゆ
る
相
談
は
こ
れ
ま
で
児

童
相
談
所
が
対
応
し
て
い
ま
し
た
が
、

平
成
17
年
４
月
か
ら
は
住
民
に
身
近
な

市
町
村
が
相
談
窓
口
と
な
り
、
児
童
相

談
所
は
専
門
性
の
高
い
困
難
事
例
へ
の

対
応
や
市
町
村
の
後
方
支
援
に
役
割
を

重
点
化
す
る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

ま
た
、
平
成
16
年
に
は
児
童
虐ぎ
ゃ
く
た
い待

防
止
法
が
改
正
に
な
り
、

　

●
保
護
者
以
外
の
同
居
人
に
よ
る
暴

　

力
の
放
置
や
配
偶
者
に
対
す
る
暴
力

　

が
児
童
に
与
え
る
心
理
的
外
傷
が
児

　

童
虐
待
に
あ
た
る
こ
と

　

●
児
童
虐
待
を
受
け
た
と
思
わ
れ
る

　

児
童
を
発
見
し
た
場
合
は
市
町
村
へ

　

通
告
す
る
こ
と

　　　　　　　　　　　　　　　　　　「トレドの秋」  －伊い た に

谷賢
け ん ぞ う

蔵－

　
　鳥取市生まれの洋画家伊谷賢蔵は、昭和37年（1962）、
約半年間におよぶ生涯最大といえる中南米・ヨーロッパへ
の取材旅行に出かけました。本作の題材になったトレドの
町は、16世紀の画家エル・グレコが半生を送った地であり、
伊谷にとって「青年時代からの憧憬の地」でした。旅行日
記にはトレドを離れる車中で「トレドの町の幻影がしきり
に頭にこびりついて離れません。そのうちに、私の脳裏に
描くトレドの風景に明確な色彩が加わり、それが100号大
の作品に仕上がって行きます。」とあります。トレドを流れ
るタホ川沿いの高台から市街地を一望して描かれた本作品
は、晩年の「伊谷レッド」と呼ばれる赤褐色を基調とした
作品のうちの１点であると言えます。この作品は８月７日
（日）から10月２日（日）まで開催します常設展Ⅱ「色い
ろいろ」で観ることができます。
　　　　　　■問い合わせ　
　　　　　　米子市美術館（(３４－２４２４）

伊谷賢蔵「トレドの秋」1963 年制作
油彩・キャンバス　91.0 × 116.7（㎝）
米子市美術館蔵

■問い合わせ　人権政策課（(２３－５４１５）　



農
業
委
員
会
事
務
局

（
(
23
―
５
２
７
６
）

神
戸
大
学
法
律
相
談
部
に
よ
る

無
料
法
律
相
談
会

　

学
生
、
教
授
に
よ
る
無
料
法
律
相
談

で
す
。（
予
約
不
要
）

と　

き　

９
月
１
日


　
　
　
　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時

と
こ
ろ　

ふ
れ
あ
い
の
里

問
い
合
わ
せ

神
戸
大
学
法
律
相
談
部（
(
０
９
０
―

１
９
０
１
―
０
７
８
０
）

身
体
障
が
い
者
相
談

　

身
体
障
が
い
の
あ
る
方
や
保
護
者
か

ら
の
様
々
な
相
談
に
応
じ
ま
す
。

と　

き　

毎
月
第
４
金
曜
日

　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
２
時
30
分

と
こ
ろ　

心
身
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー

（
皆
生
新
田
２
丁
目
、
(
32
―
９
０
０
１
）

※
８
月
26
日

は
、
医
師
に
よ
る
医
療

相
談
も
お
こ
な
い
ま
す
の
で
、
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

海
区
漁
業
調
整
委
員
会

選
挙
人
名
簿
を
調
製
し
ま
す

　

市
選
挙
管
理
委
員
会
で
は
、
毎
年
９

月
１
日
現
在
で
「
鳥
取
海
区
漁
業
調
整

委
員
会
選
挙
人
名
簿
」を
調
製
し
ま
す
。

申
請
期
間
は
、
９
月
１
日
か
ら
５
日
ま

で
で
す
。

　

申
請
書
は
漁
業
協
同
組
合
に
加
入
の

方
は
組
合
で
、
そ
う
で
な
い
方
は
市
選

挙
管
理
委
員
会
事
務
局
で
受
け
取
っ
て

く
だ
さ
い
。

該
当
す
る
の
は
、

●
市
内
に
住
所
ま
た
は
事
業
場
の
あ
る

人
●
年
間
90
日
以
上
、
漁
船
を
使
う
漁
業

を
営
ん
で
い
る
人
、
ま
た
は
そ
の
漁

業
の
従
事
者

●
昭
和
60
年
12
月
６
日
以
前
に
生
ま
れ

た
人

以
上
の
条
件
を
満
た
す
人
で
す
。

問
い
合
わ
せ　

選
挙
管
理
委
員
会
事
務
局（
(
23
―

５
３
４
６
）

さ
さ
竹
や
供
え
物
は
指
定
の
場
所
に

　

七
夕
祭
り
の
さ
さ
竹
や
精
霊
送
り
の

お
供
え
物
は
、
絶
対
に
川
な
ど
に
捨
て

な
い
よ
う
に
し
て
、
各
地
区
指
定
の
場

所
に
持
ち
出
し
て
く
だ
さ
い
。

七
夕
の
さ
さ
竹

●
宇う

け気
河か
わ
ぐ
ち口

神
社
（
内
町
）
は
、
8
月

7
日

中
に

●
各
地
区
指
定
の
場
所
は
、
8
月
8
日


の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に

精
霊
送
り
の
供
え
物

●
湊
山
公
園
は
、
8
月
16
日

の
午
後

7
時
か
ら
9
時
ま
で
に

●
口
陰
田
川
端
、
西
大
谷
橋
先
、
上
後

藤
庵
寺
跡
、長
砂
町
（
旧
清
掃
課
前
）

は
、
8
月
16
日

の
夜
に

●
各
地
区
指
定
の
場
所
は
、
8
月
16
日


の
午
前
8
時
30
分
ま
で
に

●
淀
江
町
区
域
は
別
途
回
覧
文
書
で
お

知
ら
せ
し
ま
す
。

問
い
合
わ
せ

環
境
政
策
課（
(
23
―
５
３
０
０
）

お
盆
に
湊
山
公
園
で

精
霊
送
り
と
灯
ろ
う
流
し

　

う
ら
盆
精
霊
送
り
と
灯
ろ
う
流
し
を

８
月
16
日

午
後
７
時
か
ら
９
時
ま

で
、湊
山
公
園
で
行
い
ま
す
。
当
日
は
、

供
え
物
を
承
り
ま
す
が
、
可
燃
物
と
不

燃
物
は
区
別
し
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
仏
具
（
位
は
い
、
塔
婆
な
ど
）

は
、
お
寺
で
供
養
を
し
て
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

米
子
市
社
会
福
祉
協
議
会（
(
23
―

５
４
９
１
）

人
権
・
行
政
相
談

　

人
権
擁
護
委
員
と
行
政
相
談
委
員
が

相
談
に
応
じ
ま
す
。（
予
約
不
要
）

●
男
女
共
同
参
画
セ
ン
タ
ー
会
議
室

（
米
子
駅
前
サ
テ
ィ
４
階
）

　

と
き　

８
月
９
日

、
19
日

、

  　
　
　

 

30
日

、
９
月
６
日


　
　
　
　

午
後
１
時
〜
４
時

●
淀
江
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

　

と
き　

８
月
19
日


　
　
　
　

午
後
１
時
30
分
〜
４
時

問
い
合
わ
せ

市
民
参
画
課（
(
23
―
５
３
７
２
）

農
地
相
談

　

農
地
の
こ
と
で
日
ご
ろ
困
っ
て
い
る

こ
と
に
つ
い
て
、
８
月
18
日

に
農
業

委
員
が
相
談
に
応
じ
ま
す
。

（
予
約
不
要
）

●
午
前
10
時
〜
正
午

　
　

市
役
所
本
庁
舎
４
０
２
会
議
室

●
午
後
２
時
〜
４
時

　
　

淀
江
支
所
第
一
会
議
室

問
い
合
わ
せ　

今
月
の
市
税
等
は
市
県
民
税
…
２
期　

国
民
健
康
保
険
料
…
２
期　

※
納
期
内
に
納
め
ま
し
ょ
う



第
39
回
米
子
盆
踊
り
大
会

　

夏
の
宵よ
い

、
太
鼓
の
響
き
に
あ
わ
せ
て

盆
踊
り
の
輪
に
入
っ
て
踊
っ
て
み
ま
せ

ん
か
。　

と　

き　

８
月
14
日


　
　
　
　

午
後
７
時
30
分
か
ら

　
　
　
　
（
雨
天
時
１
日
だ
け
順
延
）

と
こ
ろ　

米
子
市
公
会
堂
広
場

問
い
合
わ
せ

文
化
課（
(
56
―
５
４
３
６
）

第
36
回
淀
江
町
盆
踊
り
花
火
大
会

　
「
つ
な
げ
よ
う　

ふ
る
さ
と
の
夢　

未
来
へ
」を
テ
ー
マ
に
夏
の
風
物
詩「
淀

江
町
盆
踊
り
花
火
大
会
」
を
開
催
し
ま

す
。

と　

き　

８
月
15
日


　
　
　
　
（
雨
天
時
１
日
だ
け
順
延
）

盆
踊
り　

午
後
７
時
40
分
〜
９
時
10
分

花
火　
　

午
後
９
時
10
分
〜
９
時
30
分

と
こ
ろ　

淀
江
海
岸
駐
車
場
、

　
　
　
　

淀
江
海
岸

そ
の
他　

　

駐
車
場
は
淀
江
公
民
館
ま
た
は
米
子

市
淀
江
支
所
駐
車
場
を
ご
利
用
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
会
場
周
辺
の
交
通
規
制
に

ご
注
意
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ　

淀
江
公
民
館（
(
56
―
３
２
２
２
）

西
部
広
域
・
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す

　

西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
で
は
、
次

の
と
お
り
消
防
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

●
消
防
吏
員　
　
　
　
　
　
　
　

２
人

応
募
資
格

　

昭
和
53
年
４
月
２
日
以
降
に
生
れ
た

人試
験
日
・
科
目

●
第
１
次
…
10
月
２
日

教
養
、
体
力

●
第
２
次
…
10
月
下
旬
に
面
接
、作
文
、

健
康
審
査
、
消
防
適
性
検
査
。

採
用
予
定
日　
　

平
成
18
年
４
月
１
日

申
込
受
付
期
間　

８
月
29
日

〜
９
月

13
日
　

※
当
日
消
印
有
効

申
込
受
付
場
所
・
問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
西
部
広
域
行
政
管
理
組
合
消
防

局
総
務
課（
両
三
柳
５
４
５
２
(
35
―

１
９
５
１
）

市
生
活
環
境
公
社
職
員
を
募
集
し
ま
す

　


米
子
市
生
活
環
境
公
社
で
は
、
次

の
と
お
り
職
員
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
職
種
・
人
数

●
技
術
職
員
Ａ　
　
　
　
　
　
　

８
人

●
技
術
職
員
Ｂ　
　
　
　
　
　
　

11
人

職
務
内
容

　

技
術
職
員
Ａ
は
米
子
市
ク
リ
ー
ン
セ

ン
タ
ー
（
ご
み
焼
却
施
設
）
の
運
転
業

務
に
、
技
術
職
員
Ｂ
は
米
子
市
下
水
処

理
施
設
の
運
転
業
務
に
従
事
し
ま
す
。

応
募
資
格

　

い
ず
れ
も
昭
和
22
年
４
月
２
日
か
ら

昭
和
28
年
４
月
１
日
ま
で
に
生
ま
れ
た

人
で
、
技
術
職
員
Ａ
は
機
械
、
電
気
な

ど
の
業
務
経
験
者
、
技
術
職
員
Ｂ
は
普

通
自
動
車
運
転
免
許
（
Ａ
Ｔ
限
定
を
除

く
）
所
有
者

試
験
日
・
科
目

●
第
１
次
…
９
月
15
日

教
養
、
作
文

●
第
２
次
…
10
月
中
旬
に
面
接

採
用
時
期

　

平
成
18
年
２
月
か
ら
平
成
19
年
３
月

ま
で
の
間
順
次

申
込
受
付
期
間

　

９
月
１
日

〜
９
月
９
日


問
い
合
わ
せ


米
子
市
生
活
環
境
公
社
事
務
局

（
(
22
―
４
９
２
０
）

高
齢
者
等
の
た
め
の
筋
力
ト
レ
ー
ニ
ン

グ
事
業
の
参
加
者
を
募
集
し
ま
す

対
象
者　

　

市
内
在
住
の
お
お
む
ね
60
歳
以
上
の

虚
弱
な
方
お
よ
び
要
介
護
状
態
と
な
っ

て
い
る
方
の
う
ち
本
事
業
に
よ
り
状
態

が
改
善
す
る
と
認
め
ら
れ
る
方

期　

間　

９
月
初
旬
か
ら
３
か
月
間

　
　
　
　
（
毎
週
２
回
、
２
時
間
程
度
）

募
集
期
間　

８
月
24
日

ま
で

　

         （
応
募
多
数
の
場
合
は
選
考
）

利
用
料　

１
回
あ
た
り
２
０
０
円

問
い
合
わ
せ  

長
寿
社
会
課（
(
23
―
５
１
３
１
）

こ
ど
も
介
護
講
座
受
講
者
募
集

と　

き　

８
月
24
日

、
25
日


　
　
　
　

午
前
９
時
〜
正
午

内　

容

　

ベ
ッ
ド
周
り
の
介
護
の
方
法
、
福
祉

用
具
を
使
っ
た
動
作
の
体
験
ほ
か         

対
象
者  

　

西
部
地
域
各
市
町
村
の
小
学
校

４
、５
、６
年
生

定　

員　

30
人
（
先
着
順
）

申
込
方
法　

　

電
話
ま
た
は
Ｆ
ａ
ｘ
で
、
住
所･

氏

名･

小
学
校
名･

年
齢･

電
話
番
号
を
お

知
ら
せ
く
だ
さ
い
。

問
い
合
わ
せ

鳥
取
県
西
部
地
域
介
護
実
習
普
及
セ
ン

タ
ー（
(
23
―
５
４
７
０
、
Ｆ
ａ
ｘ
23

―
５
０
１
８
）



ア
ン
ケ
ー
ト
に
ご
協
力
く
だ
さ
い

　

米
子
市
の
市
章
、
花
、
木
、
鳥
そ
の

他
に
つ
い
て
、
市
民
の
皆
さ
ん
の
ご
意

見
を
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
。

締
切　

平
成
17
年
８
月
26
日


対
象　

ど
な
た
で
も
可

内
容　

①
市
章
②
市
の
花
③
市
の
木

④
市
の
鳥
⑤
市
の
歌

回
答
方
法　

　

所
定
の
ア
ン
ケ
ー
ト
用
紙
で
回
答
し

て
く
だ
さ
い
。
郵
送
、
Ｆ
ａ
ｘ
で
受
付

け
ま
す
。
ま
た
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
か

ら
も
回
答
で
き
ま
す
。

応
募
・
問
い
合
わ
せ

総
務
課（
(
23
―
５
３
３
１
、
F
a
x

23
―
５
３
９
０
）

各
種
自
衛
官
募
集
し
ま
す

　

防
衛
庁
で
は
、
各
種
自
衛
官
を
募
集

し
て
い
ま
す
。

▼
一
般
曹
候
補
学
生
▼
曹
候
補
士
▼
航

空
学
生
▼
看
護
学
生
▼
防
衛
大
学
校
学

生
▼
防
衛
医
科
大
学
校
学
生

※
詳
し
く
は
、
自
衛
隊
米
子
募
集
事

務
所
（
西
福
原
３
―
３
―
１
(
33
―

２
４
４
０
）
か
市
総
務
課
（
(
23
―

５
３
３
１
）
に
お
尋
ね
く
だ
さ
い
。

米子市営住宅入居者を次のとおり募集します
■所在地、戸数、規格、家賃

■入居者の資格
●米子市内に住所または勤務場所があり、独立の生計を営んでいる人。
●現在一緒に住んでいるか、または住もうとしている親族（事実上婚姻関係と
同様の事情にある人や婚約者を含む）がある人。ただし、50歳以上の人等は、
単身でのお申込みが可能です。
●世帯の収入が公営住宅法に定める収入基準に合うこと。
●現に、住宅に困窮していることが明らかな人。
■老人等向住宅・母子世帯等優先入居
６０歳以上の方、心身障害者、母子世帯等につきましては、優先入居（応募者が
１を超えた場合は公開抽選となります）の制度があります。それぞれ条件があり
ますので、詳しくは、お問い合わせください。
■申込受付期間・場所
８月１日（月）～８月９日（火）ただし、土・日を除きます。
建築課、淀江支所地域整備課
■申込に必要な書類
住宅申込書、収入に関する証明書、住民票（世帯全員のもの）。その他、お申込
み理由により添付書類が必要となる場合があります。
■入居選考方法　　８月16日（火）公開抽選により選考します。
■入居可能予定日　平成17年９月１日（木）
■問い合わせ　建築課（(２３－５２６３）
※次回の市営住宅入居者募集は９月１日から９月９日の予定です。

住宅名 所在地
空家番号

構造 部屋数 家賃月額 建築
年度棟 号

河　崎
住　宅 河　崎

  59 簡易耐火
２階建 3DK   13,800

  ～ 22,800 S46

48R1 401 中層耐火
４階建 3K   11,100

  ～ 18,500 S48

青　木
住　宅 永　江

53R1 304 中層耐火
４階建 3DK   14,300

  ～ 23,700 S53

54R1 203 中層耐火
４階建 3DK   15,300

  ～ 25,300 S54

富　益
住　宅 大　崎

57R2 101 中層耐火
４階建 3DK   16,700

  ～ 27,700 S57
（老人等優先入居）

安　倍
彦　名
住　宅

彦名町

62R1 401 中層耐火
４階建 3DK   18,500

  ～ 30,700 S62
（母子世帯等優先入居）

  1R1 402 中層耐火
４階建 3DK   18,800

  ～ 31,200 H1

米子市障害者生活支援センターでは、
体験型講座「自立生活プログラム」を
実施しています。参加希望の方は各回
ごとにお申し込みください。
第８回心も体もキレイになろう
パート③～メイク＆ショッピング編～
と　　き　８月２７日（土）
申込期限　８月２２日（月）
第９回心も体もキレイになろう
パート④～ネイルアート編～
と　　き　９月１０日（土）
申込期限　９月５日（月）
第10回心も体もキレイになろう
パート⑤～温泉編～（１泊２日）
と　　き　９月２４日（土）
申込期限　８月２２日（月）
■対象者
自立生活をしているか、自立生活を目
指している障害児・者（高校生以上）
■参加費　無料（実費負担）
■定　員　10人（申込多数の場合抽選）
■申込・問い合わせ　
米子市障害者生活支援センター
(３７－２１２０Fax３７－２１２１

自立生活プログラム（前期）に
参加してみませんか？

市民の皆さんに中海浄化意識を持って
いただくため、中海の水質等の調査・
研究を行う営利を目的としない団体に
対して、奨励金制度を設けています。
申込み方法など詳しい内容について
は、環境政策課（(23-5257）まで
お問い合わせください。

中海に関する水質等の調査・
研究を行う団体を募集します

８
月
は
北
方
領
土
返
還
運
動
全
国
強
調
月
間
で
す



　　開発公社所有地を売払いします
　米子市土地開発公社では、次のとおり一般公募により元福生保
育園用地の土地４区画を分譲します。

■米子市上福原２丁目　４区画
■１区画当たりの面積　２０７㎡～２１０㎡
■分譲価格　　　　　　１㎡当たり５４３００円～５６５００円
■用途地域　　　　　　第１種中高層住居専用地域
■分譲の条件
　●５年間は、第三者に譲渡や貸付けは出来ません。
　●分譲は１人１区画とします。
　●同一世帯から複数の申込みは出来ません。
■現地説明会　８月24日（水）午前10時　現地
■受付期間　　８月25日（木）～９月８日（木）
■譲渡人の決定　申込みが重複する区画は、受付期間終了後抽選
により決定します。
■問い合わせ　米子市土地開発公社（(２２－６３５５）

西部運転免許
センター

米子中央ゴルフ
倶楽部

福生保育園

福生体育館

福生公園

元鳥取西部
農協福生支所

至
皆
生

至
皆
生

皆
　
生
　
街
　
道

至
車
尾

加茂川の清流復活の願いを込め、風情たっぷりの「加
茂川まつり」を開催します。夕涼みがてら、浴衣姿
で出かけてみてはいかがですか。
８月21日（日）午後１時～ オープニング他
　　23日（火）午後５時～ お地蔵さんテーリング他
　　27日（土）午前10時～ 加茂川地蔵ウォーク他
■問い合わせ
加茂川まつり実行委員（(３４―８８１３）

米子人生大学のご案内
８月２2日
（月）

生きる力を育む社会
  鳥取青少年ピアサポート 代表 　  片

かたやま

山長
なが お

生さん

9月 5日
（月）

三徳山開山千三百年の歴史を辿る
  三徳山三佛寺　住職　　　　　　 米

よね だ

田良
りょうちゅう

中さん

■と　き　　　米子市文化ホール（メインホール）
■ところ　　　午後２時～４時（開場 午後１時３０分）
■問い合わせ　生涯学習課（(２３－５４４４）

第22回加茂川まつり

２００５サイクルカーニバルｉｎＹＯＤＯＥ 
「史跡と名水の里サイクリング」

８月28日（日）受付　午前８時30分　
　　　　　　　　集合　伯耆古代の丘公園
コ ー ス
　●古代の丘サイクルオリエンテーリング
　（淀江町内名所周遊コース）参加料２０００円
　●水の旅人健脚コース
　（大山山麓コース）参加料２５００円
申込締切　８月17日（水）
■問い合わせ
２００５サイクルカーニバル inYODOE実行委員会
（(５６－２７００）

２３Km・4.5Km の２つのコースを宮川大助・花子
さん達と一緒に歩きませんか？
10月２日（日） 
コ ー ス
　●２３Km（白鳳の里～大山博労座）　
　受付　午前７時30分
　●4.5Km（大山まきばみるくの里～大山博労座）
　受付　午前10時30分
参 加 料　１５００円
申込締切　９月15日（木）
※規定の申込書が必要です。
■問い合わせ
健康ウォーキング実行委員会（(３７－２３１１）

大助・花子の健康ウォーキング大会
参加者募集中！
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お子さんの予防接種
　　　

生まれ月ごとに毎月実施します。
受けられなかった場合は、次月以降に受けてください。
■ところ　保健センター（ふれあいの里３階）
■受　付　午後１時～２時（接種は午後１時15分から）
■その他　・母子健康手帳、予診票をお持ちください。
　　　　　　（母子健康手帳がないと受けられません）
　　　　　・「予防接種と子どもの健康」の冊子を読んできてください。

結核予防接種（BCG）

◎生後３か月で接種します。
◎生後６か月未満で接種を受けていない方も受けてください。

８月はポリオ（小児まひ）の予防接種をお休みします。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　■問い合わせ　健康対策課（(23－5452～5454）

対　象　児 B　C　G
H17年４月28日～５月10日生 ８月10日（水）
H17年５月11日～５月31日生 ８月31日（水）
H17年６月１日～６月14日生 ９月14日（水）

胃がん集団検診日程
月　日 ところ と　き

８月17日（水）巌公民館 　午前８時30分～９時30分
８月18日（木）彦名公民館 　午前８時30分～９時30分
８月19日（金）富益公民館 　午前８時30分～９時30分

８月31日（水）
尚徳公民館 　午前７時30分～８時
五千石公民館 　午前９時～９時30分

9月 8日（木）
就将公民館 　午前７時30分～８時
明道公民館 　午前９時～９時30分

■前日の午後９時以降は、絶食してください。

訪問による基本健康診査

昭和41年３月31日までに生まれ、在宅で寝たきり等の方
並びに家族等の介護を担う方で、医療機関に出向いての健
診が困難な方を対象に訪問による健康診査を実施します。
ご希望の方は８月１９日（金）までに健康対策課へお申し
込みください。
■実 施 期 間　９月 1日～９月30日
■健 診 内 容　基本健康診査に準じます。
■実施医療機関　健康対策課にお尋ねください。
■負　担　金　無料（必ず受診票が必要です）

夜間・休日の急患診療

乳がん検診マンモグラフィ実施医療機関が増えました

マンモグラフィ検診が米子医療センター（旧国立米子病院）でも受診できるよう
になりました。実施方式は、同時方式・分離方式です。
マンモグラフィ検診は、申し込みが必要ですので、ご希望の方は健康対策課まで
ご連絡ください。（詳しくは広報よなご 6月号をご覧ください。）

米子市急患診療所（内科・小児科）
久米町１３６番地

（鳥取県西部医師会館内）
(３４－６２５３

■診 療 日　毎日　
■診療時間　午後７時～午後10時
※日曜・祝日・12月31日～１月３日
については、午前９時～午後10時

鳥取県西部歯科保健センター
両三柳１０４番地１

（鳥取県西部歯科医師会館内）
　(３３－３８６４

■診 療 日　日曜、祝日
　　　　　　８月13日～８月15日
　  　　　　 12月30日～１月３日
■診療時間　 午前９時～午後３時

生活習慣病予防教室のご案内
と　き　８月３０日（火）
　　　　午後１時３０分～
ところ　ふれあいの里１階大会議室
内　容　「中高年と心臓病」
講　師　山陰労災病院
　　　　循環器科部長　遠

えんどう

藤　哲
さとし

先生



結核・肺がん検診日程
月　日 と　こ　ろ と　　き

８月18日
（木）
福生東

10区集会所 午前９時30分～10時10分
福生体育館 午前10時30分～11時10分
福生３区公民館 午前11時30分～11時50分
福生東公民館 午後１時30分～１時50分
８区･福原公園 午後２時10分～２時30分
米子市心身障害者福祉センター 午後２時50分～３時10分

８月19日
（金）
車尾

６区・タカサキ美容室駐車場 午前９時30分～９時50分
車尾公民館 午前10時～10時30分
中島元ドッキリ市場駐車場 午前10時50分～11時20分
観音寺公民館 午後１時～１時20分
３区・浦木修一氏宅前 午後１時30分～１時50分
中島公園入口 午後２時～２時20分

８月22日
（月）
夜見

夜見公民館 午前９時20分～９時40分
１区公民館入口 午前10時～10時20分
業務用食品スーパー夜見店 午前10時40分～11時
しんかわストア 午前11時10分～11時40分

４区・元
もとつばき

椿俊
とし お

雄氏宅前 午後１時20分～１時40分

５区・松本弘
ひろつぐ

次氏旧倉庫前 午後２時～２時20分

３区・りつ歯科医院となり空地 午後２時40分～３時

８月29日
（月）
福米西

新開東・皆生尚寿苑玄関前 午前９時30分～９時50分
新開西・宮崎秀雄氏駐車場 午前10時10分～10時40分

上谷１区・尾沢三
みつお

夫氏駐車場 午前11時～11時30分

下谷２区・大滝氏駐車場 午後１時～１時20分
福米西公民館 午後１時40分～２時20分

９月７日
（水）
大高

石田公民館 午後１時30分～２時
大神山神社境内 午後２時10分～３時
下郷集会所 午後３時20分～３時40分

９月８日
（木）
大高

大高公民館 午前９時30分～10時30分
城園ハイツ集会所 午前10時40分～11時
前田隣保館 午前11時10分～11時30分
岡成・船越商店前 午後１時～１時30分

上泉・林原勇
いさお

雄氏宅前 午後１時50分～２時10分

下泉公民館 午後２時20分～２時40分

９月９日
（金）
崎津

友森運送前 午前９時30分～10時
橋本青果 午前10時10分～10時40分
崎津公民館 午前10時50分～11時20分
鳥取西部農協崎津支所 午前11時30分～11時50分
大崎２区集会所 午後１時10分～１時40分
矢倉正八郎氏宅前 午後２時～２時30分
富益団地集会所 午後２時50分～３時30分

■対象者　40歳以上の方　　 ※米子市に住民票のある方に限ります。
■料　金　レントゲン撮影は無料
■内　容　胸部レントゲン検査
　　　　　（ご希望の方は有料で「たん」の検査もあります）
※淀江地区の方は個別通知によりお知らせします。

特に記載のないものは参加自由・無料です。
入館料が必要な場合もありますので各施設ま
でお問い合わせください。

　　　　　　　　　

　　　　　　　　　　■問い合わせ　健康対策課（(23－5452～5454）
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山陰歴史館
(22－7161

企画展
「伝えておきたい戦中・戦後のくらし」
１３日～１１月７日・企画展示室
米子空襲･建物強制疎開図、銃後と統
制下の生活資料（千人針、雑誌など）
■開館時間　
午前９時30分～午後６時
■今月の休館日は、毎週火曜日です。

淀江歴史民俗資料館
(56－3316

レンズがとらえた大正・昭和
～町に息づく人々のくらし～
淀江町内での人々のくらしの様子をと
らえた写真などを展示しています。
開催中～８月23日（火）
■開館時間　
午前９時～午後４時30分
■入館料　一般 300円、
　　　　　高校・大学生 150円
■今月の休館日は毎週水曜日です。

基礎からできるFUNK JAZZ教室
この夏ダンスを始めてみませんか？
と　き　８月２３日～ 11月８日
　　　　全12回　毎週火曜日　
　　　　午後７時30分～９時
対象者　勤労青少年
　　　　空きがあれば一般希望者
定　員　１５人
場　所　米子市勤労青少年ホーム
準　備　体育館シューズ、運動のでき
　　　　る服装、タオル　
受講料　無料　
申込締切　８月１９日（金）（先着順）
申込・問い合わせ　
米子市勤労青少年ホーム
（(３４－５１５４）

米子市勤労青少年ホーム
教養講座のご案内



児童文化センター
(34－5455

プラネタリウム室より
解説員が優しく語りかける「星空と物
語」をどうぞお楽しみください。
・プラネタリウム投影時間　　　
　　平   日 　  土・日・祝日
　　　－ 　午前10時45分
　　　－ 　午前11時45分
　午後２時 　午後２時
　午後３時 　午後３時
　　　－ 　午後４時
・観覧料金
　小中学生５０円、大人２１０円、
　幼児無料（保護者同伴のこと）
・土曜日は小中学生無料
・団体の電話予約可
学習投影
６日、１３日、２０日、２７日（土）
午前１１時４５分・小学４年生の理科
「夏の星」の学習に役立つ学習投影（約
１時間）を行います。
図書室より
えほんとわらべうた
３日、１０日、１７日、２４日、３１
日（水）午前１０時３０分～１１時「０
歳児とその保護者対象」、午前１１時
１０分～１１時４０分「１歳以上児と
その保護者対象」
おはなしのへや
（共催・朗読ボランティア火曜の会）
１４日（日）午前11時～ 11時30分「み
どりのみあかいみ」ほか、午後２時
30分～３時10分「ラージャのカレー」
ほかの絵本の読み聞かせなど
夏休みおはなし会
１７日（水）午後２時～２時４５分「幼
児から小学校低学年くらいまで」、午
後３時～４時「小学生以上から大人対
象」・ストーリーテリング、絵本の読
み聞かせなど
だくちるおはなし会
２７日（土）午後２時１５分～３時

１５分「みずまき」ほかのおはなしや
絵本、手遊びなど・幼児～大人対象
その他館内より
フォトスタンド作り
１７日、２４日（水）午前１０時～正午・
各日小学生２０人（参加は１日のみ）・
材料代３００円･１０日から電話受付
大工さんごっこ
《木片でつくろう木のオブジェ》
１４日（日）①午後２時～４時、１５
日（月）②午前１０時～正午③午後２
時～４時、２０日（土）④午前１０時
～正午、２８日（日）⑤午後２時～４
時・各回２５人・材料代２００円・各
回の１週間前から電話受付
■開館時間
午前９時30分～午後５時
■電話受付
午前８時30分～午後５時
■今月の休館日は、2日、9日、16日、
23日、30日です。

米子水鳥公園
　　　　　　　　　(24－6139

夏休み子ども連続講座
「自分だけの生き物図鑑を作ろう！」
５日（金）～７日（日）の３日連続・
午前９時30分～午後０時30分・小学
生先着20人・要申込み・会場：水鳥
公園ネイチャーセンター
夏休み子ども自然講座
「湊山公園の生き物マップを作ろう！」
13日（土）午前 9時30分～午後０時
30分・小学生先着20人・要申込み・
集合：児童文化センター
（財）中海水鳥国際交流基金財団１０
周年記念シンポジウム
「水鳥だけではないラムサール条約」
20日（土）午前10時～正午・会場：
米子市文化ホール内イベントホール
夏休み親子ふれあい講座
「小鳥の巣箱を作ろう！」
21日（日）午前９時30分～午後０時

30分・小学生の親子先着10組・要申
込み・材料費100円・会場：水鳥公園
ネイチャーセンター
■開館時間　
午前９時～午後５時30分
■今月の休園日は、毎週火曜日です。

市立図書館
(22－2612

木曜おはなし会
毎週木曜日午前10時40分～11時30
分・親子読書コーナー
紙芝居や絵本の読み聞かせなど
夏休み宿題相談会
10日（水）、21日（日）・特設文庫室・
新しい食料・農業についての宿題につ
いて
古文書研究会
27日（土）午後２時～４時・大会議室・
講師…船

ふなこし

越元
げんしろう

四郎さん・大庄屋文書
つつじ読書会
９月３日（土）午後２時～４時・特設
文庫室・川

かわもと

本芳
よしあき

昭著「中国の歴史５」
■開館時間は午前９時～午後６時。土
曜・日曜・祝日は午前９時～午後５時。
■今月の休館日は、毎週月曜日と31
日です。

米子市美術館
(34－2424

常設展Ⅱ「色いろいろ」
７日（日）～10月２日（日）・第２展示室
料金：一般310円、
　　　高校・大学生150円
「～自由 孤高～ 彫刻家辻晉堂展」
28日（日）～９月12日（月）・第４展示室
第３回ミュージアムスクール
「夏休みアートなワークショップ」
20日（土）・21日（日）　
午後２時～４時・第１展示室
■開館時間
午前10時～午後６時
■今月の休館日は、毎週水曜日です。



水鳥公園からのたより

チョウトンボ
　

■編集発行／米子市企画部市民参画課／〒 683-8686 米子市加茂町１－１／(２３－５３７２
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　チョウトンボは、チョウのような飛び方をするトンボの仲間です。

　チョウトンボは、水生植物が茂る池や沼にすんでいます。米子水鳥公園の池は、塩分が混じる汽水ですが、チョウトン

ボは平気です。

　一般的に、トンボは前
ぜん し

翅（前ばね）と後
こう し

翅（後ばね）を交互に羽ばたき、素早く飛び回るのが普通ですが、チョウトン

ボはあまり速く羽ばたかず、風に乗ってヒラヒラとチョウのように舞います。その様子は、黒い紙ひこうきが風に舞って

いるかのようです。

　ところで、チョウトンボをよく見ると、時々翅
はね

がキラッと輝くのに気付き

ます。飛んでいるときにはよく見えませんが、ヨシの先などに止まったとき

が観察のチャンスです。　

チョウトンボの翅は、一見するとくすんだ黒色ですが、角度によっては鮮や

かな紫色に輝きます。紫色に輝くのはオスで、メスには翅が金色に輝くもの

もいます。チョウトンボが止まる場所は、私達が近づけないことが多いので、

詳しく観察するには双眼鏡があると便利です。

　かつては、ヨシやガマなど、植物がよく茂っている池沼はどこにでもあり、チョウトンボはごくありふれたトンボでした。

ところが、これらの池沼は、コンクリートで護岸されたり、埋め立てられたりして次々となくなってしまいました。それ

に伴い、チョウトンボの姿もめっきり減ってしまいました。

　しかし、今年も水鳥公園にはチョウトンボが飛び始めました。皆さんも、水鳥公園の空を舞うチョウトンボを探してみ

ませんか。

水鳥公園指導員　桐原　佳介 　

米子市の文化財

　淀江町は古くから天然の良港に恵まれ、山陰地方の交易の

中心地の一つとして栄えてきました。江戸時代、北前船の発

達により、九州や北陸から伝わった民謡と淀江在来の歌とが

とけあって、独特の節回し、リズム感あふれる“淀江さんこ

節”が誕生しました。

　少なくとも３００年前から歌い継がれてきたと考えられ、

また、安来節の元唄とも言われます。七七七五調の歌詞で、

三弦、太鼓、鳴り物の調べにあわせて歌います。庶民の芸能

として発達しましたが、元々は労働歌であり、農作業や各種

の作業をしながら歌われ、辛い仕事を楽しくし、またその仕

事量を計る目安にもなっていたのではないかと言われていま

す。その様々な作業の中から、曲のテンポに合い、左官屋さ

んが土壁を塗りあげる様子をユーモラスに演じる「壁塗りさ

んこ」が踊られるようになりました。また祝いの席には欠か

せない「銭太鼓」とともに宴席でもてはやされたようです。

　現在は淀江さんこ節保存会などが主となって保存伝承・普

及活動が盛んに行われています。

　　　　　　　■問い合わせ　文化課（( ２３－５４３７）

淀江さんこ節
（市指定・無形民俗文化財）

新米子市には、古代から引き継がれてきた歴史的

文化遺産が数多くあり、多くの史跡や民俗文化財

が保護されています。

新市の文化財に親しんでいただけるよう、史跡や

有形・無形文化財などを紹介していきます。 
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